










































時代の Corriere della Sera、La Stampa、週刊スポーツ新聞 La Stampa Spor-


















































































































する必要に迫られた。彼らは 1909年に入ると、改良型の機体「N. 1 bis」⒂の
建造に取り掛かる。この機体も「N. 1」と同様に、衆目を集めるような試験飛
行を行った。10月 31日にブラッチャーノ湖とナポリまで飛行し、翌日はアン






小型飛行船は「N. 1」と「N. 1 bis」による実験を踏まえて開発されたのである。
　また、これらの 2基の飛行船による宣伝効果も、軍航空部隊にとっては重要
なものとなった。「N. 1 bis」に乗り込んだソンニーノは、軍航空部門の拡充の







































































































































































































































































































































































































































ると、この競技会は 1908年から計画されていたが、Touring Club Italianoの会
長であるアルトゥーロ・メルカンティ（1875-1936）が同年 12月にフランスに
おいて「賞金総額は 10万フラン」であることを発表したことで国際的な注目






















































































⑸　体積 1208m3、全長 38m、高さは 7.64m。本稿で取り扱う飛行船に関しては体積、
体長、高さのデータを記載する。
77イタリアにおける航空機技術の転機 1904-1909
⑹　cfr. Le visite della Regia Madre nel Veneto. in Corriere della sera. 2 luglio 1905. 
p. 4.
⑺　Touring Club Italianoの略。
⑻　cfr. Aeronave “Italia„ del conte Almerico da Schio. in Rivista mensile del Touring 
Club Italiano. 1905. p. 286.
⑼　例えばリビア戦争中の 1912年 4月に行われた飛行機献納イベント「航空艦隊のた





は 1887年に「工兵特殊中隊」Compagnia Specialisti del Genioとして、電気照明部門
や写真部門と統合された。次に編成変更があったのは 1889年のことであり、「混成
旅団」Brigata mistaとして、航空や鉄道を専門とする旅団に組み込まれた。そして




















に製造された「P. 2」及び「P. 3」は、どちらも体積が約 4400m3だった。
⒅　ミラノでは直径 1.10mの風洞を自ら作り、空気力学研究も行っていた。
⒆　cfr. La storia del “Leonardo da Vinci„. in Corriere della sera. 13 marzo 1910. p. 8.






22　体積 3870m3、全長 51m、高さ 9.8m。







26　cfr. L’aeroplano Wright. in Rivista mensile del Touring Club Italiano. 1904. p. 95.




































事故である。彼はこの飛行機を用いて 1911年 1月 22日にピサの斜塔の上空を飛行し、
大きな注目を集めたが、翌日飛行に失敗し脚を骨折した。この事故以降、コビアンキ
が飛行機を開発したという記録は残っていない。





40　cfr. Mina, L. I palloni dirigibili ed il loro impiego in guerra, nel La Stampa spor-








 　cfr. Bevione, G. La futura guerra aerea. nel La Stampa. 19 luglio 1908. p. 1.
43　cfr. La Stampa sportiva. 1o agosto 1909. p. 5.
44　cfr. Ibid. 8 agosto 1909. p. 4.
45　cfr. Ibid. 5 settembre 1909. p. 4.
46　cfr. Ibid. 8 agosto 1909. p. 5.
47　トリノの航空愛好家グループ「プロ・トリノ」の会長だったカルロ・モントゥが招
聘の交渉をし、ローマ、ミラノ、トリノで試験飛行を行うことで合意した。
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